
○期日 令和２年１１月７日（土）

○開始時刻 午前９時４０分 ○終了予定時刻 午前１１時２５分

○会場 開閉会式（全校合唱･全員合唱） 伊米ヶ崎小学校体育館

学年の発表 １～３年生は自教室 ４年生はランチルーム

５年生は自教室と４年生教室 ６年生は体育館

※出入りは、児童玄関をご利用ください。

※体験学習室でクラブ活動の様子の紹介、作品展示を行っています。

お立ち寄り ください。

○連絡 ・スリッパの貸し出しはしませんので内履きのご用意をお願いします。

・朝の検温，マスクの着用と玄関にて手指の消毒にご協力ください。



　　 

今年度も地域，保護者の皆様に支え

られて充実した学習活動を展開するこ

とができました。その成果を学年ごと

に発表します，閉会式では，全校合唱，

全員合唱を実施します。学年全体だけ

なく，個々の発表にも注目してくださ

い。

児童の発表をご覧の上，その場でご

意見・ご感想等を聞かせていただけれ

ば幸いです。よろしくお願いします。

５年生 「尾瀬学習に行ってきて」
尾瀬学習に行って，尾瀬のすばらしい大自然や多

様な動植物を守るための工夫を実際に見たり，ガイ
ドの方から聞いたりしてたくさん学びました。そこ
で学んだことを振り返ると，一人一人がそれぞれ新
たな疑問をもちました。２学期になってから，その
疑問について調べました。学習発表会では，一人一
人が自分の考えや調べたことについて発表します。

プログラム

１ 開会式 9:40～10:00  【体育館】
・校長のあいさつ
・各学年のPR

＜移動＞
２ 学年の発表 10:15～11:00 １～３年生 【自教室】

5年生【自教室と４年生教室】
4年生【ランチルーム】 6年生【体育館】

＜移動＞
３ 全校合唱・全員合唱 11:10～11:20 【体育館】
４ 閉会式 11:20～11:25

・終わりの言葉

下校 11:50  スクールバス11:50

６年生 「伊米ヶ崎の昔・今・未来」
夏休みに学校の歴史について調べたり，ゲストス

ピーカーをお呼びして校歌や学校設立に関わった先
人の思いを学習したりしました。学んでいくことで、
伊米ヶ崎小学校や伊米ヶ崎の地域に誇りをもつこと
ができました。伊米ヶ崎についで考える中で，「こ
れから自分にもできること」など，将来についても
考えました。一人一人が自分の考えをＰＣのスライ
ドを活用しながら発表します。

１年生 「だいすき！ いめがさき小学校」
入学してから，学校でたくさんのことを学び，身

につけてきた子どもたち。自慢の校歌の斉唱や毎日

がんばっている音読を発表します。そして，大好き

な伊米ヶ崎小学校のお気に入りの場所について，一

人一人が発表し，クイズを出題します。最後には，

みんなで力を合わせて「大きなおいも」をぬきます。

４年生 「守っていこう！大好きな魚沼の自然」
ふるさとの森や日本の森の現状，はたらきにつ

いて4年生は学んできました。一人一人テーマを
決め，インターネットなどで調べながら，ポスタ
ーにまとめました。4年生となり，ポスターセッ
ションに初めて挑みます。聞き手を意識し，問い
かけやクイズをしたり，表やグラフなどを用いた
りしながら発表します。

２年生 「夏野さいのひみつ」
生活科の学習で，おじいちゃんおばあちゃんに

教えてもらいながら夏野菜を育てた子どもたち。

お世話や観察をしていく中で見つけた野菜のひみ

つをクイズにして出題したり，おいしい食べ方を

紹介したりします。また，音楽で学習した歌や合

奏やダンスもあります。

３年生「知りたいな！伝えたいな！
わたしたちの伊米ヶ崎」

社会や総合的な学習で伊米ヶ崎を探検し．もっと
知りたいことを見つけました。一人一人がテーマを
決めて，お家の方や地域の方に話を聞いたり本やイ
ンターネットで調べたりして，ポスターにまとめま
した。伝わる話し方を意識して一生懸命発表します。
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